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サニーレタスのトンネルが一面に広がる水海(総和地区)の畑。大関里志さん(水海・古河市認定農業者連絡協議
会露地野菜部会副部会長)の畑では収穫を迎えるサニーレタスが順調に育っています。「寒い時期に生育した野
菜は栄養を蓄え、甘みがあっておいしい」です。旬の新鮮野菜をサラダなどで味わってみませんか。

全国農地ナビを活用しましょう

▲パソコンの「全国農地ナビ」トップページ画面

　全国農地ナビはインターネットで田畑の地
番や面積等の情報が閲覧できるサイトです。
パソコンやスマートフォンで全国の農地情報
が検索できます。
　「近所の農地が耕作されていないようなの
で借りたいけど、面積はどれくらいある
の？」や「あの農地は何番地？」など知りた
い情報がすぐに分かり、集積や集約に役立ち
ます。「全国農地ナビ」と検索して使ってみ
ましょう。



　
調
査
結
果
は
ど
う
す
る
の
？

　

現
地
調
査
の
結
果
を
も
と
に
集
計
し
た

デ
ー
タ
を
ま
と
め
ま
す
。
遊
休
農
地
と
判

断
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者
に
は
２
月
に
通

知
を
送
付
し
ま
し
た
。
今
後
の
耕
作
の
意

向
等
に
つ
い
て
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
回
答
内
容
を
踏
ま
え
、
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
遊
休
農
地
を
貸
借
す
る
に
は　

　

所
有
者
不
明
農
地
の
所
在
を
調
べ
る
に

は
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
が
便
利
で
す
。
貸

借
を
希
望
す
る
農
地
の
地
番
、
面
積
等
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
耕
作
し
た

い
と
き
は
、
貸
借
の
調
整
を
し
ま
す
の

で
、
農
地
情
報
を
農
業
委
員
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
遊
休
農
地
に
し
な
い
た
め
に

　

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
、
最
適
化
の
推
進
は

地
域
農
業
の
発
展
に
重
要
な
課
題
で
す
。
自
ら
耕

作
で
き
な
い
と
き
は
、
担
い
手(

認
定
農
業
者
等)

に
貸
し
出
し
ま
し
ょ
う
。
農
地
の
集
積
・
集
約
化

の
活
動
と
し
て
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

遊
休
農
地
に
な
る
と
火
災
の
恐
れ
や
不
法
投
棄

の
誘
発
等
、
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
所
有
者
に
は
課
税
の
強
化
等
の
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
と
し
て
農
地
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
不
法

投
棄
等
の
解
決
に
貢
献

し
た
情
報
提
供
者
に
報

奨
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
解
決
の
決
め
手
と

な
っ
た
画
像
や
動
画
情

報
等
が
対
象
で
す
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
を
見
か
け
た
と
き

は
、
通
報
先(

０
１
２
０

‐
５
３
６
‐
３
８
０)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
現
地
調
査
っ
て
何
？

　

令
和
３
年
９
月
～
11
月
に
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
市
内
の
農

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
44

人
の
委
員
が
８
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
、
担
当
地
区
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
対
策
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た
農
地

が
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
か
、
新
た
に
遊

休
農
地
と
な
っ
た
農
地
は
な
い
か
等
、
毎

年
現
地
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
格
納
さ
れ
た

地
図
情
報
等
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
効
率
的

に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

農地利用における利用の意向について 

 

令和  年  月  日 

 

住 所                      

 

 

氏 名                   印   

 

 

連絡先                      

 

下記の農地について以下のとおり利用します。 

なお、本日から６月を経過する日までに農業上の利用の増進が図られない場合には、農地法（昭和 27 年法律

229号）第39条第1項の規定による都道府県知事の裁定により、賃借権等の設定が行われる場合があることにつ

いて承知いたします。 

 

記 

 

農地の所在等と利用の意向 

所在・地番 地目 面積（㎡） 

利用の意向 

（以下の選択肢の番号を、 

④の場合は意向の具体的 

内容を記入） 

    

    

    

    

    

 

【農地の利用の意向の選択肢】 

① 当該農地について、農地中間管理機構（公益財団法人 茨城県農林振興公社）が行う農地中間管理事

業を利用する。（注意：農業振興地域内の農地についてのみ選択可能） 

② 自ら所有権の移転（売買、贈与）賃借権その他の使用収益を目的（貸し借り）とする権利の設定、移

転を行う。 

③ 自ら耕作する。 

④ その他  

 

 

 

（記載要領） 

１ 届出者の氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を自署する場合においては、押印を省略することができます。 

２ 届出者が法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそれぞれ記載してください。 

▲三和地区での遊休農地現地調査の様子

▲農地利用意向調査票

　タブレットを利用した遊休農地の現地調査を実施しました

～　地域の力で遊休農地発生を防ごう　～

【
問
】
茨
城
県
廃
棄
物
規
制
課
不
法
投
棄
対
策
室

　
　

  

℡
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
０
３
５

不
法
投
棄
等
報
奨
金
制
度
が
開
始



▲左から関口正一氏、舩橋新五氏、鈴木実氏

　
永
年
勤
続
農
業
委
員
感
謝
状
贈
呈
式

　

令
和
３
年
11
月
10
日
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
永
年
勤
続
農
業
委
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
農
業
委
員
会
の
活
動
強
化
に
努
め
た
農
業
委

員
の
功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
農
業
委
員
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
茨
城
県
農

業
会
議
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

会
長
を
務
め
ら
れ
た
舩
橋
新
五
氏
、
会
長
職

務
代
理
者
を
務
め
ら
れ
た
鈴
木
実
氏
及
び
関
口

正
一
氏
に
、
髙
橋
会
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
活
動
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
農
業
者
年
金
受
給
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

農
業
者
年
金
は
終
身
年
金
で
、
老
後
に
心
強

い
制
度
で
す
。

　

受
給
中
の
木
村
曻
さ
ん(

85
歳
・
上
片
田)

は

長
年
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ

れ
る
作
業
も
多
く
、
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
が
大
き
か
っ
た
と

い
い
ま
す
。「
保
険
料
を
支
払
う
の
に
大
変
な

時
期
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
定
期
的
に
年
金

が
受
け
取
れ
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
」、「
健
康

で
い
ら
れ
て
、
使
え
る
お
金
が
あ
る
の
は
う
れ

し
い
こ
と
」
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲農業者年金に加入して良かったと話す木村曻さん

　農業者年金では随時加入を推進しています。農業者なら広く加入でき、一定の要件を満たせば
保険料の国庫補助を受けられます。
　税制面でも優遇措置がありますので、ぜひ加入をご検討ください。

農業者年金の６つの特徴 【保険料の国庫補助の要件】

①60歳までに納付期間等が20年以上

②農業所得が900万円以下

③以下の「必要な要件」のいずれかを満たすこと１

５

６

２

３

４農業者なら広く加入

できます

終身年金です(80歳前に

死亡のときは一時金あり）

保険料は全額社会保険

料控除できます

保険料の国庫補助があ

ります(右の要件あり)

「積立方式・確定拠出

型」の年金です

保険料額は自由に決め

られます(通常加入時)

区分
必要な要件 国庫補助額

35歳未満 35歳以上

1 認定農業者で青色申告者 10,000円 6,000円

2 認定新規就農者で青色申告者 10,000円 6,000円

3 区分1・2の者と家族経営協
定を締結している配偶者等 10,000円 6,000円

4 認定農業者か青色申告者で3
年以内に両方を満たす者 6,000円 4,000円

5 35歳までに区分１になる者 6,000円 ‐

詳細は
こちら

(以下の①～③すべてを満たす人が対象です)
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広
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克
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黒
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邦
夫
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岩
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幹
世
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塚
原　

和
栄

委　
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飯
田　

勝

委　

員　

峰　
　

静
子

顧　

問　

髙
橋　

栄

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
気

持
ち
も
新
た
に
春
野
菜
の

出
荷
に
向
け
て
胸
が
高
ま

る
毎
日
で
す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
会

の
広
報
活
動
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
改
選
後
、
新
体
制

の
農
業
委
員
会
と
し
て
粉

骨
砕
身
の
気
持
ち
で
一
体

と
な
り
活
動
を
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

農
地
の
適
正
な
管
理
と

効
率
的
な
利
活
用
、
魅
力

的
な
農
業
の
発
信
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
活
動
に
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

大
井　

克
則　

編
集
後
記

古河市農業委員

◆
農
地
の
賃
借
料
情
報
◆

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月
に
、

利
用
権
設
定
に
よ
り
締
結
さ
れ
た

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
賃
借
料
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

賃
借
料
決
定
の
際
の
目
安
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

畑

　９，３００円

１０，４００円

　８，５００円

１１，７００円

田

１２，６００円

１３，３００円

１２，５００円

１０，１００円

古河市

三和地区

総和地区

古河地区

※現物玄米60キログラムは13,360円で換算。

▲左から関口正一氏、舩橋新五氏、鈴木実氏

　
全
国
農
業
新
聞
の
取
材
を
受
け
ま
し
た

　

令
和
３
年
12
月
17
日
号
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
使
い
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
題
し
た
古
河
市

農
業
委
員
会
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

た
遊
休
農
地
の
現
地
調
査
や
会
議
録
を
作
成
す

る
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
作
業
の
効
率
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
紙
の

地
図
を
広
げ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
り
会
議
の

音
声
が
即
時
に
文
字
変
換
さ
れ
た
り
、
調
査
や

会
議
録
作
成
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
円
滑
な
事

業
遂
行
を
し
て
い
き
ま
す
。

▲会議録支援システムを活用した総会の様子

　
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
ま
す

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
な
ど
の
葉
物
野
菜
を
主
に

生
産
し
て
い
る
木
村
博
昭
さ
ん(

35
歳
・
上
片

田)

。
両
親
と
協
力
し
て
旬
の
野
菜
を
「
道
の

駅
ま
く
ら
が
の
里
こ
が
」
と
市
内
の
市
場
に
出

荷
す
る
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
か
ら
の
「
お
い
し
い
」
と
い
う
声
が

一
番
う
れ
し
い
と
満
面
の
笑
顔
。
栽
培
技
術
を

向
上
さ
せ
て
、
持
続
可
能
な
安
定
生
産
を
目
標

に
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
「
天
候
や
価
格
の
問
題
で
、
作
物
を
廃
棄
し

た
と
き
は
と
て
も
辛
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
有

効
利
用
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲収穫した野菜を売場に陳列する木村博昭さん

※古河市農業委員会だより掲載写真は、撮影時にマスクを外しました。


